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1.
博物館の起源についての研究は,そ の主な
力点の置き方による二つの考え方があるよう
に思える。
一つは,古代における博物館や博物館的な
ものを考える立場を強調するものである。そ
れらが,直 接に今 日の博物館へと連続するも
のとして断ず ることはないにせよ,今 日の博
物館の もつ性格の一部と関連するものを追求
しようとするものである。アレクサン ドリア
のムーセイオンmouseionや,アテネのピナ
コテーヵpinacothecaを挙げて博物館の起
源とす るものなどが,こ うした立場に立つ考
えといってよかろう。(1)
いま一つは,今 日の博物館の直接の起源は
18～19世紀の近代市民社会成立期にあ り,大
英博物館やルーブル美術館などの博物館群の
成立をもって考え,そ れ以前の博物館的な諸
形態については前史として考える立 場 で あ
る。(2)
国際博物館会議ICOMの 定義によれぽ,
『博物館とは,社 会 とその発展に寄与す るこ
とを目的 として広 く市民に開放 された営利を
目的としない恒久施設であって,研究 ・教育
・レクリェーションに供するために,人類 と
その環境に関する有形の物証を収集 し,保存
し,調査 し,資料 としての利用に供 し,また
展示を行 うものをい う』(ICOM定款第2章
第3条)と される。博物館の機能は,収 集 ・
保存 ・調査 ・研究 ・展示 ・教育 ・レクリェー
ションなどにわた り,広 く市民に開放 された
恒久的な施設 とい うことである。今 日の認識
では,上 記の諸機能を併せ持ち,自 身が機関
としての諸活動を行っている組織体を博物館
と呼んでいるとい ってよい。
、これ らのなかで,博物館をもっとも特徴づ
けるものは何か といえば,展示であり,その
公開を通 じての教育活動 といえる。 この点か
らみれぽ,そ うした観念が意識的に打ち出さ
れた近代における博物館群に,そ の起源を求
めることが妥当といえよう。
2.
近 代博物館群の成立後,今 世紀に入 ると,
博物館の歴史に対す る関心が生 まれ る。1904
年,デ ィビ ッ ド・マー レーDavidMurray
に よる 『博物館:そ の歴史 と活用』が鳴矢で
あろ う。
マー レーは古代 ～中世 におけ る博物館の起
源的 な諸 例をあげ,ル ネ ッサ ンス期 とその後
の科学 の発達 の中で,種 々の コ レクシ ョンが
成立 し,そ のカタ ログが刊行 され てきた こと
を克 明にあ とづけ ている。さらに,museum
とい う用語の成立 に触れ,16世紀 の最終末 に
至 って,コ レクシ ョンとその収納場所 の両者
を意味す る語 として使われ るよ うになった と
してい る(3)(Murray1904chapterI～
V)。
17～18世紀の イギ リスを中心 とす る私人の
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図1ハ ンス ・ス ロ ー ン(1660-1753)(Miller1974より)
コレクシ ョン(cabinetやmuseumと 称
された)に ついて も詳述 している(Murray
1904chapterVI～皿)。 貴族や上層市民 層
に よる時代 の精神 ・文化を反映 した動 き とし
て注 目され るものである。
こうした私人のcabinetやmuseumの中
か ら,大 英博物館TheBritishMuseumが
成立 して くる。 当時の ロン ドンにおけ る見世
物や各種 の興行 まで も視野に入 れた りチ ャー
ド・オールテ ィックの 『ロン ドンの見世物』
(Altick1978)の第1～H章 は,cabinet
か らmuseumへ とい う歴史を詳細に あ とづ
け ている。 また,大 英博物館の詳細 な歴史 を
あとづけ たもの と してはエ ドワー ド・ミラー
の 『か の高貴 なキ ャビネ ッ ト』(Miller1974)
が ある。
1753年1月,ハンス ・ス ローン(図1)の
コレクシ ョン ー3,516冊 の写本 ・手稿本 と
347の絵画 ・彩色本 を含む50,000冊の図書類,
32,000の貨 幣 ・メダル,5,843の貝類,2,275
の鉱石,そ の他膨 大な数の 自然 物,人 工物 を
含む もので,ス ローン自身 の計 算では,そ の
価値 は80,000ポン ドとい う(4)一一 は,20,000
ポ ン ドを二 人の娘 に支払 うことと,コ レクシ
ョンを分 割 しない ことを条件に国に遺贈 され
たが,(5)この 申 し出に対 して英国国会 は,同
年6月,「 ハ ンス ・ス ロー ン卿の コレクシ ョ
ンあ るいは博 物館,な らび に八一 リーHarley
原稿 コレクシ ョンとコッ トン文庫Cottonian
Libraryとその付属品 を受理 し,有 益 に 使
用す るた めの公衆 博物館を入手す る ことを 目
的 とす る法 案」を採択 し,国 立博物館 を設 立
す る法律(Act26Geo.HC.22)を
制定 す る 。(6)これが大英博物館の創設 であ
り,1759年1月15日の月
図2モ ンタグハ ウス時 代の 旧大英 博物館(LIVESoftheFOUNDERSof
BRITISHMUSEUMよ り)
曜 日か ら公 開 され るこ と
になる。
英国 におけ る公開 され
た 公的な博物館 と し て
は,こ れに先 立つ もの と
して アシュモ レアン博物
館AshmoleanMuseum
が あ る。1683年に エ リ
ア ス ・ア ッシ ュモ ー ル
EliasAshmoleがジ ョ
ン ・トラデス カ ン ト父子
theJohnTradescant's
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の コレクシ ョンに 自身 の コ レクシ ョンを加 え
てオ ックス フォー ド大 学に寄贈 して創設 され
た もので,公 開 された公的な博物館 と しては
最 も古 い ものの一つであ る。σ)
アシュモ レアン博物館 も,大 英博物館 も,
その遺贈 された コレクシ ョンは,か な り雑 多
な領域の ものを含むが,主 体 となる ものは 自
然史関係資料(博 物標本類)で あ った とい っ
てよい。17世紀 におけ る合理 主義哲学,ニ ュ
ー トンの古典力学 の完成 に象 徴 され る科学の
発展の 申で,ま たこれを契機 と して,自 然史
関係資料(考 古学 ・人 類学的な分野の もの も
含み,分 類 は未分 化の状態にあ る)の 収集が
盛んに行 なわれ,私 設の コ レクシ ョン,す な
わちcabinetやmuseumがイギ リスを中心
に ヨー ロ ッパ各地に膨大 な数が形成 された と
いわれ る(8)(Murray1904chapter皿～VIII,
Altick1978chapterI～n,ペックマ ン
1981pp.437～440)。
これ らの コレクシ ョンのなか には,公 開 さ
れていた ものが無いわけ では ないが,市 民 の
利用を明確 に前提 として公開す ることが謳 わ
れ るの は大英博物館 の創設 を待 つ こ と に な
る。二 つの革命 を経 て確 立す る英国の近代市
民社会 の生長 と重ね あわせる ことので きる,
こうした大英 博物館 の創設に至 る歴史は,近
代博物館 とその観念の成立,生 長が,ま さに
近代市民社 会の生み出 した もの であることを
明 らか に示 してい るとい える。
フランスでは,市 民革命の申 で近代博物館
の考え方が明確に提起 され て くる。す なわ ち,
1792年の 「公教育の全般的組織 に関す る報 告
お よび法案」(9)には,図 書館 ・博物標 本室 ・
植物園な ども教育の手段 である こと,収 集 品
を公衆 に利用 させ ることが明示 され る。 この
考 え方 の具体 的な表 われ として,1793年に国
民議会 はル ー ブ ル 宮殿 を国立 の博物 館 と し
て,王 立植物 園Jardindesplantsを自然
史の博物館 と して,そ れぞれ公 開す ることを
決 定 している。 王室 な どの旧支配階級の コレ
クションが公開化されるのは,こ のルーブル
宮殿の開放が範 となっていることは多言を要
しない。
18世紀における英仏での近代博物館の成立
については,ブ ルジョワジーの勃興,市 民革
命の歴史,デ カル ト以後の近代合理主義,そ
して啓蒙思想の展開と軌を一にするものであ
ることは明らかであ り,産業革命を経る中で
の広範な市民,労 働者層の教育の要求 と必要
性,ペ スタロッチか らル ソーにいたる教育思
想を背景として,公教育機関として育ってゆ
くといってよかろう。
ルネッサ ンスによって育てられた合理主義
と実験精神 ・宗教改革を経て覚醒させられた
個人意識一 なおそれが宗教的個人としての
意識にとどまるとはいえ一,地 理上の発見
による世界の拡大といった近世の大きな変動
が,17世紀には理性による自然や社会の法則
の認識への確信を生み出 したといえよう。さ
らに,18世紀の啓蒙思想と自然科学の各分野
での急速な発展を生み出 してゆく。17世紀後
半の英国における二つの革命は,合 理主義思
想と自然科学の発展の中で解放 された自然に
続き,個人としての人間を解放 してゆく過程
でもあったといえるのである。
ニュー トンの科学思想とイギ リスの経験主
義哲学よ り発する啓蒙思想は,フ ランスにお
いて開花する。 『百科全書』に端的に示され
る啓蒙思想は,ま さに時代精神として存在 し
たのであ り,近代市民革命を遂行 した市民階
級の思想としてあったといえる。
神学の範,神の摂理から解放された 「もの」
は,科 学の急速な進歩の申で,コ レクシ ョン
の対象としての新たな光をあてられたといえ
る。17世紀後半期か ら18世紀における私設の
コレクションーcabinetやmuseumの急
激な進展は,財宝,ス テータスシンボルとし
てのコレクションから,なお分類 ・整理は未
分化ながらも,科学の体系的資料として整備
されるようにな り,また,芸 術作品としての
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位置を明確に してゆ く道を必然的にたどるこ
とになる。
3.
科学 の体系的資料 と しての 「もの」 は,今
図3オ ー レ ・ワー ム
のmuseum
1655(Alexan.
der1979よ り)
図4イ ンペ ラー トの
museum
(『現代思想」
1985-2より)
日的な意 味での 自然史関係資料を 中心 に考古
学 ・人類学関係資料が収集 され て い た こ と
が,cabinetやmuseumのカタ ログか ら知 ら
れ る。 これ らのcabinet,museum,あるい
はkammerで の分類 ・展示の様子は,当 時
20一
図5大 英 博物館の展
示 ・サ ンゴの部
屋(19世紀中頃)
(Mi1】er1974
よ り)
図6大 英 博物館 の展
示 ・鳥のギ ャ ラ
リー (19世紀中
頃)(Miner
1974より)
の銅版画などによって,そ のいくつかを知る
ことができる(図3・4)。今 日の規準で考え
るようには広範な分野の諸資料が充分に分類
され,ま た,展 示されていた とは い え な い
が,(10)多数の図書を含む コレクションが,
いわぽ百科全書的に収集 され,体 系化されよ
うとしていたといえる。
大英博物館へと繋がる博物標本類を中心と
す るcabinetやmuseumが,図書類 を数多
く含んでいた ことは示唆 的である。 図書館 を
併設す る大英博物館の在 り方 は,ハ ンス ・ス
ローンの遺言に よる資料の分割禁止 のみな ら
ず,こ う した英国のcabinet,museumの伝
統 を色濃 く宿す もの とみ ることが できる。
デ ィ ドロー とダランベ ールに よる 『百科全
書』(1751～72)のmus6eの項 には,museum
－21一
図7旧 大英博物館の図書室(Miller1974より)
とい う語 の意 味が拡大 され て,「 もの」 を収
納す る場所に対 しても用 い られ るよ うにな っ
た こ とに触れ,ア シュモ レア ン博物館の例を
あげ る。 この項 目のほ とん どが,古 代 におけ
るア レクサ ン ドリアの ムーセイオ ンにつ いて
述べ る ことに費や されてい る こと と併せ て,
博物館 の起源 を論 ずる うえで注 目 してお くべ
き ことである。
大 英博物館が 図書館 を併設 して い る こ と
(図7・8)は,cabinetの伝統 とい う面 と,
もう一つは,ア レクサ ン ドリアの ムーセイオ
ンを想起 させ る。 充分 な資料的裏付けを持た
ないが,大 英博物 館の創設 の イメ ー ジ の 中
に,ア レクサ ン ドリアのム ーセ イオ ンが,古
代 におけ る一 つの範 と して意識 され ていた可
能性は大 きい。 あ るいは,膨 大 な図書 と不可
分 であ った基 幹 コ レクシ ョンの性質 の故に,
その範を ア レクサ ン ドリアの ムーセイオ ンに
見 よ うとす る意識 が次第 に強 くな ってい った
と見 る方が妥 当なのか も知 れない。
いずれ に して も,ア レクサ ン ドリアの ムー
セイオ ンを博物館の起源,あ るいはその先駆
的形態 と して意識す るのは英 国にその震 源が
あ るよ うに思え る。最初の体系 的博 物館 史 と
い わ れ る デ ィビ ッ ド・マー レーの論文 が,
museumとい う語 の元 来の意味 と 『古 代 に
お け る最 も重要 な博 物館』(11)はア レクサ ン ド
リアの ムーセ イオ ンであ るとす るところか ら
説 き起 され る(Murray1904pp.1)ことは
図81930年代の大英博物館図書室(Mi11er1974より)
示 唆 的 で あ る 。
4.
フランス革命 による王制打 倒の一周年 を期
して公開 されたル ー ブル宮 は,1737年以来サ
ロンが開かれ るな ど,テ ンポラルな展示 ・鑑
賞 の場 と して機 能 していた ことは知 られ てい
た。 ルイ14世がベルサ イユ宮殿 の庭 園を公 開
した例や,ル イ15世が1750年以来,リ ュクサ
ンブール宮殿 で絵 画を中心 とす る王室 コレク
シ ョンの展覧会 を開き,週 に2日 は一般 に も
公開 した事例 も知 られ てい る。 さらに,ル ー
ブル宮殿 には,王 室 コ レクシ ョンの展 示のた
めに大 きなギ ャラ リーを開設す ることが計画
され,タ ンジヴ ィエ ールD'Angivillerによ
って1774年には具体案が検討 され ている。展
示のための採光 の方法の検討,耐 火災建築 の
検討 が行 なわれ,ま た保有す る絵画の クリー
ニ ングや修 復が行 なわれる一 方,収 集 の完全
を期 して,欠 落す る派 の作品の収集を中心 と
す る コレクシ ョンの充実が着手 さ れ て い る
(Alexander1979pp.22～23,Bazin1967
pp.150～156)。
私 的 コ レクシ ョンの中 での自然物 と人工 品
の区分は,17世紀以後進展す るが,次 いで,
人工 品のなかで,芸 術品 ・美術品 と して眺 め
られ,取 り出 され るものが18世紀 には 明確化
して くるといえ る。単 な る 「もの」あ るいは
財宝 的な ものか ら,「 芸 術」 作品 と しての美
一22一
図9レ オポル ド・ウィル
ヘル ム大公の私設絵
画展 示室17世紀
(Berger1972より)
図1018世紀 のウ フィッ ィ
美術館
術品が分離されてくる動きは,コ レクション
の分類の動向や,各 地の王室コレクシ ョンな
どの構成原理の変化の申に読み とれるように
思 う。
芸術作品の摘出とその社会的,道 徳的機能
への開眼とは,先 に述べたように1日制度下で
すでに胎動 していた展覧会や美術館開設とい
った現象と同根である。これは,多 木浩二の
指摘するように,『 すでに美術館を開 く原理
的な思想はできあが り,(中略)ル ーブルを
公開に導いた つまり近代的美術館を開設
した のはフランス革命を起 したのと同 じ
・23一
質の啓 蒙思 想であ った』(多木1984pp,100)
zOであ り.,.その故 に,1793年のル ー ブル の公
開 は,'近代博物館成立 の象徴 なのであ る。
フ ランスでは,ル ーブルの公 開,ジ ャル ダ
ン・デ ブ・ンテの公開とならん℃ 教会が
ら没 収 した彫刻や絵画 を プチ ・ゾーギ ュス タ
ン修道 院に集 めてい る。 これは後 にア レクサ
ン ドル ・ル ノワール によって,フ ランス記 念
物美術館 とされ るもので あるが,博 物 館の展
・示の歴史 を考 え る うえで,こ のル ノワール め.、
美術館 での 「世 紀」に よる展示 と,同 じく19
世紀 の初 めにおけ るデ ュ・ソムラール に よる
ク リュニイ美術 館の「ブ ランソワ1世 の部屋」
に象徴 され る展 示は歴史展 示の二つの実践 と
して注意 され る必要があ る。(12)
5.
大英博物館とルーブル宮 という近代博物館
とその思想の成立を象徴する二つの博物館を
検討 してきたが,両 者には共通する部分 もあ
れば,相 互に異なる部分もある。
大英博物館が古代アレクサ ンドリアのムー
セイオンに繋がるような構造をもちなが ら出
発 し,科学への関心を集中させるものである
図11ヴ ァレンテ ィ・ゴン
サ ーが卿の絵画展示
室17世紀(Berger
1972'よ.り)
図12ル ーブ ル美術館の展示(1778年)
のに対 して,ル ーブル宮の公開は,旧 支配階
級 の威 信,ス テ ータス ・シンボル と しての コ
レクシ ョンを公共 の もの とす る とい う 『啓蒙
一24一
図13ア レクサノ ドリアの市街図
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ムーセイナノは●印(推 定)
的近代を象徴す る 「政 治的」 な出来事』(多
木1984pp.95)であ り,私 有 され た もので
は な く,公 共へ解放 され た美術 の誕生 とい う
意味が強い とい えよ う。
これ らの博物館 ・美術館の前史は長いが,
ア レクサ ン ドリアの ムーセイオ ンとギ リシャ
におけ る ピナ コテーカについて検討 して,近
代博物館 との関係を みてお こうと思 う。
拙稿(1986)にも述 べた ように,ア レクサ
ン ドリアの ムーセイオ ン(図13)は,以 下 の
よ うに要約す ることが できる。
前294年以来,そ の宮廷 に庇護 を求 めてい
たデ メ トリオ ス ・ファ レロンの進言を いれ た
プ トレマ イオ ス1世 ソーテールPtolemy
Soterが,アリス トテ レスの リュケイオ ンの
学 園パ リパ トスをモデル と して設 立 した学術
研究 セ ンターが,ア レクサ ン ドリアの ムーセ
イオ ンであ る。一応 の完成 をみ る の は 後 継
王 プ トレ マ イ オ ス2世 フィラ デ ル ファス
PtolemyPhiladelphusの治世 であ る。プ ト
レマイオス諸王の庇護の下で,ム ーセイオ ン
は有 名な大 図書館 とともに存続 し,ロ ーマ期
には,そ の事業 はそのまま ローマ皇帝に引 き
継がれ る。 ア ウ レリウス帝 の時代 以後は,規
模が縮小 され て しまい,セ ラペ イオ ン内に限
られて,活 動 も停滞 してゆ くが,そ の終焉 は
391年の大司教テオ フィロスに よる破壊 によ
るものであ る。古典期 ギ リシャ以来 の自由な
学芸 の伝 統が,キ リス ト教神学 の手 で終焉を
迎え る。
ア レクサ ン ドリアの ムーセイオ ンの施 設 と
しては,王 宮 の中 の学者 の住居 をは しめ,遊
歩道 ・集 会室 ・食堂が あ り,必 要 な研究道具
類や施設 も意 の ままに利用で きた とい う。動
植物 園を附設 した共 同の大広 間や図書館,付
属 のセラベ イオ ンな どが重要 な施 設であ る。
研究に従事す る学者 ・専 門家 は,税 な どあ
らゆ る負担を免除 され,王 か らの給 費で生活
し,研 究に専念で きた とい う。
初期 のムーセィオ ンは学士院 と もい うべ き
性格が強 いが,次 第 に高等 教育機 関 と しての
活動を拡大 してい った もの といえる。ヘ レニ
ズム期か らローマ期 を通 じて,ペ ル ガモ ンと
ともに,地 中海世界 にお ける学芸 の中心都市
と して繁栄 した。
ムー セイオ ンとい う名称は,古 典期 ギ リシ
ャにおけ る ミューズの神 にささげ る神殿 の意
であ った ものが転 じた もので,神 殿 としての
ムーセ イナ ンは既に前5世 紀頃の アテネに存
在 している。次いで,プ ラ トンの アカデ メイ
アや,リ ュケイオ ンのパ リパ トス とい った学
園にそ の存在が知 られてい る。 ア カデ メイア
やパ リパ トスの ムーセイオ ンは学 園その もの
で な く,学 園内施設 としての神殿 の色彩 の方
が濃厚 であ ったが,ギ リシャの他 の神殿 と同
様 に,神 への ささげ物を もち,学 者 の交際す
るセ ンター的な機能を もっていた ことが推 測
できる。ア レクサ ン ドリアの ムーセイオ ンに
あ っては,ア カデ メイアやパ リパ トスの も っ
ていた研究施設 としての部 分 と教育施 設 と し
ての部分が と もに,ム ーセイオ ンの名 の下 で
ま とめ られた ものと理解 で きよ う。
ヘ レニズム世界には,ア レクサ ン ドリア以
外 に も数多 くの ムーセイオ ンの存在が知 られ
ているが,それ らも,単なる神殿 とはいえず,
ア レクサ ン ドリア と同 じよ うな性 格を もって
いた こ とが知 られ ている。(13)
ア レクサ ン ドリアのムーセイオ ンは,確 か
に学術研究 センターであ り,高 等教育機 関で
あ って,今 日の博物館 とは大 き く異 なるこ と
は認 め られ る。 しか しなが ら,こ こを主 な舞
台 として展 開 された当時の学問研究を見 る と
き,そ の姿勢 は,あ る意 味でか な り実証的 な
色彩 の濃い ものであった可 能性 を大 きくみ る
必要があ る。 ムーセイオンの設立 の契機 を作
ったデ メ トリオスがパ リパ トスの出身 であ る
こと,つ ま り,そ のパ リパ トスを創設 したア
リス トテ レスはア レクサ ンダー大王 の庇護 の
下 で,自 然物 を中心 とす る研究 資料 を豊 富に
集め ることが でき,そ うした収集 資料 の うえ
一26一
にたって研究を進めていたとい う学の姿勢 と
デメトリオスが無縁であったとは考えられな
いこと,ア レクサン ドリアでの研究が知 られ
るピタゴラス,アルキメデスらの学問などか
らみて も,研究道具類や資料の積極的な収集
が行なわれていたことを推測 させるに充分で
あろう。同じアレクサン ドリアの大図書館の
収集の哲学,整 理の体系を考えるとき,ム ー
セイオ ンにおいても,同様の哲学と整理 ・管
理の体制がとられていたと見ることは,そ れ
ほど大 きな誤 りでないように思 う。
アリス トテ レスの先例からみて,存在の知
られている動植物園以外にも,相 当量の自然
物や,今 日的な意味での芸術作品などが収集
されていたと考えられる。
もし,この仮説が妥当ならぽ,ア レクサ ン
ドリアのムーセイオンは,研 究活動とそれに
沿った資料の収集という点で,今 日の博物館
につながるような部分を持つといえるし,公
開 された展示は なか ったにせ よ,学 者 ・専 門
家 とその卵 たる学 生たちに とって利用可 能な
標本 室,実験室 的な施設 の存在が予想 でき る。
大 英博物館 を一つの典型 とす る自然史 ・博物
学 資料を基幹 とす る近代博物館 との相似性は
否 定す ることもない とい える。
い ま一つの業物館 の起源 とされ る ピナ コテ
ーカについ ては不明の ことが多いが,前1世
紀の ヴ ィ トル ヴ ィウスによって,ギ リシャ人
の住宅 と して記録 された ものに ピナ コテーカ
が存在 してい る し(ヴ ィ トル ヴィウス1969
pp.597),この ことか ら廣川 洋一 が考 える よ
うに,プ ラ トンのアカデ メイアにおけ る住 宅
に も,同 様 の施設 が存在 した とみ ることがで
きるか も知れ ない(廣 川1980pp.40～42,
58～59)。最 も著名 な もの としては,ア テネ
のア クロポ リスの西端部 近 くに存 在 した ピナ
コテーカがあ る(図14～16)(14)。ムネ シ ク
レスMnesiklesの建造にな る新 プ ロピュラ
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図15ア クロポ リス プ ロピュラィア北翼 をなす
ピナコテーカ(森 田1950より)
イアの北翼 と して建て られた もので,そ の創
建年代は 前437年 ～ 前432年 の 間といわ れ
る(Travlosl971pp.482)。また,ド クシ
アデスに よるア クロポ リスの時代別の測量 図
で も前5世 紀中頃には ピナ コテー カの建物 は
存在 してい ると読 め る。 これ らか らみて,小
川光 陽のい う2世 紀(小 川1981pp.4～5)
は,紀 元前 と考 えて も誤 りではなかろ うか。
筆者 は一応 前5世 紀 にその年代 を考えてお き
たい。
ピナ コテーカの成立 が正確 にいつであ るか
}
め
囲
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図16プ ロピ=ラ ィア北 翼をなす ピナ コテー カ(Travlos1971より)
は重要であ ろ うが,そ れ 以上 に,こ れが いか
な る用途 ・機能 を もった建 物であ ったのかが
よ り重要 であ る。
トラヴ ロスによれ ば,ピ ナ コテー カの 内部
には17個 の寝台が 壁 に沿 って並べ られ てお
り,ア ク ロポ リスへの巡礼者の休息 所 と して
の施設であ った とされ てい る(Travlos1971
pp.482)。パ ウサ ニアスPausaniasによれ
ぽ,ピ ナ コテーカの壁面 にはナ デ ッセ イや ア
ル キ ビアデス らを画題 とした絵画が存在 した
とい う(1,22,6～7)。 この ことか らみれ
ば,ピ ナ コテー カは絵画の飾 られた休息所 的
な施設 としてみて よい ようであ る。
ピナコテーカの語 源をなすpinasが 板 を
意味す る ことか らみ れぽ,そ れ らの絵画が板
絵 であ った可能性 があ る。(15)板絵 であれば,
収集 ・展示 とい う概 念を もって ピナ コテ ーカ
の内容を考え るこ ともできるが,壁 画や モザ
イク画では,収 集 とい う概念 を持 つ ことは困
難 であ る し,展 示 とい う概念 も成 立するか ど
うか微妙 な こととな ろ う。
収集 した絵画の収蔵 も しくは展示 を,あ る
いはその両方を 目的 とす る建築物 である とす
れば,対 象 とされた絵画は,板 絵 と考 え るの
が妥 当であ り,あ る意 味で
は美 術館の原初 的 な形態 と
見 て よい ような もの であ ろ
う。(16)
絵 画の展示 とい う点か ら
みれば,同 じ紀 元前5世 紀
の アテネのア ゴラの北方 に
あ ったス トア ・ポ イキ レー
もあげ られ る(馬 場1984
pp.145)。また,古 代 ギ リ
シ ャにあ っては,彫 刻 類は
神殿な ど多 くの公共 的建 物
を飾 っていた ことは周知 で
あ る。 ピナコテーカ と今 日
の美術館 との異同は,そ の
展示の意図,観 念 を問題 に
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しなければ,あ ま り意味はない。この点では
筆者はなお充分な論を展開する用意に乏 しい
ために他日を期 したいと思 うが,神 あるいは
神話と直結 し,そのための表現の一形態であ
るとすれぽ,近 代における芸術 とい う観念の
成立を背景 とする美術館とは直接に繋がるも
のとはいい難い。 しか し,一方では,ピ ナコ
テーカが展示 という表現形態をとっていたと
すると,美術館の形態的な意味での先駆とし
て考えることは妥当としなければならないだ
ろう。
6.
わが国の博物館史の研究は,日本に関する
ものについては,精 緻な論文を数多 くあげる
ことができるが,世 界的な問題では少ない。
古典的な棚橋源太郎の諸著作(棚 橋1947,
1950,1957)以後,研 究の進展をほとん どみ
せていないといってよかろう。
近代博物館の出発点を論 じた多木浩二によ
る労作(多 木1984)があるが,博 物館界よ
り出されたものでは,社 会や文化の諸状況と
の関係を明らかに しながら書かれた博物館史
は伊藤寿朗(1978)を除けば無いに等 しい。
他の博物館史関係の論文では,前 史的な諸例
の紹介や各地の代表的館園の創設年代を追 う
ことに終始 してしまっている感が強 く,背景
としての社会や文化の状況に対する関心は欠
落 しているか,'もしくは著 しく稀薄であると
いえる。博物館が社会や文化と無縁に存在す
るのでない以上,ま た,博 物館が どのような
理念で創られ,活 動 し,何を生み出してきた
のかを考えなければならないのが博物館史で
ある以上,今 日の研究の状況は大変に問題が
あるといわねばならない。
拙稿がこのような課題に対 して,充分な内
容を持ち得なかったことへの自戒の意も含め
て,一 層の研究の必要を痛感する。
【註 】
1.日 本 で は,棚 橋 源 太 郎 以 来,ア レク サ ン ドリ
ア の ムー セ ィオ ンを 博 物 館 の起 源 とす る考 え方
が 定 説 化 して い る とい って よか ろ う。 棚 橋 は
「世 界 の博 物 館」,「 博 物 館 学 綱 要 」,「 博 物
館 ・美 術 館 史」 な どを通 じて,デ ィ ビ ッ ド ・マ
ー レー の記 述 に拠 りな が ら ア レ クサ ン ドリ アの
ム ー セ ィ オ ンを博 物 館 の起 源 と して 紹 介 す る。
鶴 田総 一 郎(1956),川崎 繁(1967),富士 川 金
二(1971),加藤 有 次(1977)らも,こ の 棚 橋
の 考 え方 を 基 本 的 に踏 襲 して い る とみ て よい 。
一 方 ,ア レ クサ ン ドリア の ム ー セ イ オ ンよ り
は む しろ ア テ ネ の ピナ コテ ー カを 美術 館 の 原 初
的 な 形 と して 評 価 しよ うと す る の が 小 川 光 陽
(1981),小竹 蓄 子(1985)らで あ る。
これ らの 諸 説 に っ い ては 拙 稿 「博 物 館 の起 源
に っ い て 」(『 駿 台 史 学 』 第67号1986)で 検
討 して い る。
2.前 記 の 拙 稿 に お い て も述 べ た よ うに,欧 米 の
博 物 館 史 の 記 述 で は,こ と さ らに 古 代 の諸 例 の
どれ か を 博 物 館 の起 源 と して強 調 す る もの は 少
な い。 む しろ 博 物 館 の 前 史 と して,古 代 ～ 近 代
初 頭 の諸 例 に触 れ,私 的 な コ レ ク シ ョ ンが 公 的
な博 物 館 へ と転 換 して ゆ く と ころ に 焦 点 を あ て
て い る とみ て よ い。 日本 で は 伊 藤 寿 朗 が 博 物 館
をr近 代 の歴 史 的所 産 」 と して 論 じて い る(伊
藤1978)。
3.マ ー レーの あ げ る収 集 品 や そ の 収 納 場 所 ・施
設 に 対 して用 い られ た と され る 語 は 多 い。
Gazophylacium,Cimeliarchium,Reposi-
tory,cimelium,rcεtg92tov,cimeliotheca,
rarotbecaなどの 語 が み られ,次 第 に ラテ ン
語 のmusaeumな い しmuseumが 定 着 して
ゆ く とい う。 収 集 品 に っ い てはmuseum同 様
にrarities,curiostiesが用 い られ る例 が 多
く見 られ る。 収納 施 設 に 対 して は,museum
の 他 にstudy,cabinet,closetやgalerie,
chambre,kammerなどが 用 い られ てい る と
い う(Murrayl904pp.34～38)。
4.ハ ンス ・ス ロー ンの コ レク シ ョ ンの 総 数 と内
容 に っ い て は 他 に も 種 々の 数 字 が 知 られ て い
る。1725年の ス ロー ン 自身 に よ る も の で は
5,497の鉱 石 ・化 石 類,804の さん ご,8,226の
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植 物 類,200冊の 植 物 乾 燥 標 本,3,824の昆 虫,
3,753の貝 類,1,939のウニ ・甲殻 類 ・魚類 な ど
568の鳥 類 と185の卵,1,194の四足 獣 とそ の 部
分,345の 蛇,507のhumana,1,169の自然 ・
人 工 の雑 多 な物,302の古 代 の 習 慣 に 関 す る物,
81の印 章 類,319の 絵 画,54の 数 学 に 用 い る道
具,441の 奇 石 類 に よ る 工 芸 品,20,228の貨 幣
と メ ダ ル,136冊 の彩 色 画 本,580の 印 刷 本,
2,666の写 本 ・手 稿 本 な ど総 数53,018点とい っ
た数 字 が 知 られ る 。 この 他 に,1733年に は 総 数
69,352点とい う数 もあ げ られ て い る。(Murray
l904pp.137～8)
5.ス ロー ンの 死 後6ヵ 月 以 内 に2万 ポ ン ドが支
払 わ れ るの で な け れ ば,同 じ内 容 の オ フ ァ ー を
英 国 学 士 院TheRoyalSocietyに,次 い で
他 の イ ン グ ラ ン ド,ス コ ッ トラ ン ドの研 究 機 関
に,さ らに は 同 様 の 外 国の 団体 に行 うこ と とス
ロ ー ンの 条 件 では い ず れ もが 受 け入 れ な か った
場 合 に は オー ク シ ョ ンに よ る 売 立 て を す る こ と
が 遺 言 され て い る(Millerl974PP.41)。
6.200年間は い か な る 本 質 的 な 変 更 も加 え ない
こ とを 明 記 して い る 。1963年に は 大 きな 改 正 が
加 え られ たtheBritishMuseumActof
1963(PublicGeneralActs,1963.C.24.10
July1963)が1753年の法 律 に 取 っ て替 っ て い
る(Miller1974PP.357)。
7.最 初 の 大 学 付 属 博 物 館 は バ ー ゼル の大 学 博物
館 で1671年の創 設 と され る(Alexanderl979
PP.8)が,ピ サ,パ ドゥパ,ラ イ デ ンの 大学
に植 物 園 が 設 け られ た の は16世紀 で あ る(伊 藤
1978pp.21)。
8.Murrayの あ げ る も のだ け で数 十 に のぼ る。
所 有 者 や 内 容 の 不 明 確 な もの を含 む と イ ギ リス
だ け で 数 百 に 達 す る とい う(Crook1972.伊藤
1978)。
9.コ ン ドル セCondorcetによ って ま とめ られ
た もの で,国 民 議 会 に 提 出 され た(コ ン ドル セ,
松 島訳1962)。
10.多木 浩 二(1984)の第2章 に 端 的 に これ ら の
cabinetの分 類 ・整 理 の 状 況 が 示 され て い る6
そ の 中 で,cabinet,museumと同 義 の もの で
あ る ドイ ツのkammerへ の言 及 が あ る。
C・F・ ナ イケ ルNeickeliusのr博物 館 学j
(1727)には コ レ ク シ ョンの大 分 類 と し て の
kammerが 示 さ れ て い る。"EineSchatz-
Rarittiten-Naturalien-Kunst-Vernunfft-
kammer,ZimmeroderGemach"と い う
もの で(Murray1904pp.38によ る),多木 浩
二 に よ るル イ ジ ・サ レル ノ論 文 か らの 引 用 と 用
語 に 若 干 の ちが い が あ る が 同 じ もの で あ る。
11."themostimportantrnuseumofanti・
quitywasthegreatinstitutionatAlex・
andria"とな って お り,棚 橋 源 太 郎(1950な
ど)の よ うに 『世 界最 初 の 博 物 館 』 と い う表 現
で は ない 。 棚 橋 の ア レ クサ ン ド リア の ム ー セ イ
オ ンに関 す る記 述 は,ほ とん どMurray(1904)
の 記 述 に拠 って い る と こ ろか らみ る と,こ の 差
異 は注 意 す る 必 要 が あ る。
12.19世紀 に お け る博 物 館 で の分 類 の 深 化 と展 示
の 理 念 の 変 遷 に っ い て は,別 稿 を用 意 した い 。
ル ノ ワー ル と デ ュ ・ソ ム ラ ール の この 二 つ の展
示 に っ い て は,ス テ フ ァ ン ・パ ンの 論 文 が 興 味
深 い 分 析 を 提 示 してい る(バ ン1985)。
13.以上 の ア レ ク サ ン ドリア の ム ー セ イオ ンに 関
す る要 約 は,Mtiller-Graupa1893の論 文
`iMovaετoy'H.1.マル ー(横 尾 壮 英 ・飯 尾 都 人 ・
岩 村 清 太 訳)1985の 『古 代 教 育 文 化 史 」 に 拠 る
も の で,他 に,廣 川 洋 一1980,坂 口昂1923,
棚 橋 源太 郎1950,Murray1904,A】exander
1979など を 参 考 と した 。
14.アテ ネ の ア ク ロポ リ スに お け る ピナ コ テー カ
は,プ ロ ピュ ライ アの 北 翼 を な し,「 イ ン ・ア
ンチ ィス型 の 前 室 」 を 持 つ 。 「前 室 の奥 の 壁 に
は 絵 画 室 に入 る戸 口 と,そ の 両 脇 に 一 つ ず っ の
窓 が 非 対 称 形 に 設 け られ て い る。 」(森 田1950
PP.276)。
15.森田 慶 一 に よれ ば,ピ ナ コテ ー ヵ の 「室 内を
飾 った 絵 画 は フ レス コ で あ ったか タ ブ ロー で あ
った か,未 だ 定 説 が な い。 」(森 田1950pp.
276)とされ て い る。 筆 者 も こ の点 の 調 査 は ま
だ 充 分 で は ない 。
16.小竹 寄 子 は 「今 日 の美 術 館 とほ ぼ 同 様 の機 能
を も った 博 物 館 施 設 』(小 竹1985pp.6～7)
と ア ク ロ ポ リス の ピ ナ コ テー カを 評 価 す る が,
ピナ コ テ ー カ の 実 態 が 充 分 に 明 らか で な い こ と
を 考 え る と,や や過 大 な 評 価 で あ る。
一30-一
【引 用 ・参 考 文 献 】
Alexander,EdwardP.1979'"Museumsin
Motion"Nashville:AmericanAssocia・
tionforStateandLocalHistory.
Altick,RichardD.1978``TheShowsof
London"Cambridge,Mass"andLon・
don:HarvardUniversityPress.
馬 場 恵 二1984『 ギ リ シ ャ ・ロ ー マ の 栄 光 』(ビ
ジ ュ ア ル 版 世 界 の 歴 史3)東 京:講 談 社
バ ン,ス テ フ ァ ン 松 浦 寿 夫 ・天 野 知 香 訳1985
「博 物 館 の 詩 学 」 『現 代 思 想 」1985～2東 京
:膏 土 社
(StephenBann1984``Poeticsofthe
museum:LenoirandDuSommerard
in7'heClothingofα ゴo"London:'Cam・
bridgeUniversityPress.)
Bazin,Germain1967"TheMuseumAge"
NewYork=UniverseBooks.
ペ ッ ク マ ン,ヨ ハ ン 水 野 み な子 訳1981「 自然
物 の収 集 」 特 許 庁 内技 術 史研 究 会 訳 「西 洋 事
物 起 源 』H東 京:ダ イ ヤ モ ン ド社pp.432
～446
(JohamBeckmann1780～1805"Beitrtige
zurGeschitederErfindungen")
ヴ ェネ ー ボ ロ,レ オ ナル ド 佐 野 敬 彦 ・林 寛 治 訳
1983『 図 説 都 市 の 世 界 史1古 代 』 東 京
:相 模書 房
(LeonardoBenevolo1975``StoriaDella
Citt占,,)
コ ン ドル セ,松 島鈎 訳1962『 公 教 育 の原 理 』
(世界 教 育 学選 集)東 京:明 治 図 書
Crook,JamesMordaunt1972"TheBritish
Museum"London:PenguinPress.
ドク シア デ スC.A.長 島 孝一 ・大 野 秀 敏 訳1982
「古 代 ギ リ シャ の サ イ トプ ラ ンニ ング』 東 京
:鹿 島 出版 会
(C.A.Doxiadis``ArchitecturalSpace
inAncientGreece")
富 士川 金 二1971r改 訂 増 補 博 物 館 学』 東 京
:成文 堂
廣 川 洋 一1980『 プ ラ トンの学 園 ア カ デ メ イ
ア』 東 京:岩 波 書 店
伊 藤 寿 朗1978「 博 物 館 の 概 念 」 伊 藤 寿 朗 ・森
田恒 之 編 『博 物 館 概 論 』 東 京:学 殖 社
加 藤 有 次1977『 博 物 館 学 序 論 」 東 京:雄 山 閣
川 崎 繁1967「 博 物 館 」 『世 界 大 百 科 事 典 」
18東 京:平 凡 社
小竹著子1985「 世界の博物館」網=F善教 ・小
川光陽 ・平祐史編r博 物館学概説」京都:仏
教 大 学
マ ル ー,H.1.横 尾 壮 英 ・飯 尾 都 人 ・岩 村 清 太
訳1985『 古 代 教 育 文 化 史 』 東 京:岩 波 書 店
(Henri-lr6n6eMarrou1948"Hlstoire
deL'EducationdansL'Antiquit6"Paris
:Seui1.)
Mi!ler,Edward1974"ThatNobleCabinet"
Athens,Ohio,:OhioUniversityPress.
森 田 慶 一1950「 ギ リ シ ャ 建 築 」 及 「図 版 解 説 」
『世 界 美 術 全 集5ギ リ シ ャ1」 東 京:平 凡 社
MUIler-Graupal893`iMovσετov'GeorgWis-
sow``PaulysRealencycloptidieDerCla-
ssischenAltertumswissenschaft"
Stuttgart:AlfredDruckenmUller.ver.
1ag.
MurrayDavid1904"Museums:TheirHis・
toryandtheirUse"vol.1.Glasgow
:JamesMacLehoseandSons.
Neickelius,C.F.1727"'Museographia".
小 川 光 陽1981「 ヨ ー ロ ッ パ の 博 物 館 史 」 『博
物 館 学 講 座 』2東 京:雄 山 閣
Pausanias1959``DescriptionofGreece.
withanEnglishTranslationbyW.H.
S.Jones,LITT.D."London:William
Heinemann.
坂口 昂1923『 世界に於ける希膿文明 の 潮
流』 東京:岩 波書店
高山 宏1985「 死物の科学」 『現代思想』
1985-2東京1膏 土社
多 木 浩 二1984「 「もの 」 の詩 学 』(岩 波現 代
選 書)東 京:岩 波 書 店
棚 橋 源 太 郎1947『 世 界 の 博 物 館 』 東 京:講 談 社
同1950r博 物 館 学 綱 要 』 東 京:理 想 社
同1957r博 物 館 史 ・美 術 館 史 」 東 京:
長 谷 川 書 房
TravlosJohnl971``PictorialDictionaryof
AncientAthens"London:Thamesand
Hudson.
鶴田総一郎1956「博物館学総論」日本博物館協
会編 『博物館学入門』東京:理 想社
ヴ ィ トリヴ ィ ウス 森 田 慶一 訳 註1969『 ウ ィ ト
ル ウ ィ ウ ス建 築 書 』 東 京:東 海 大 学 出 版 会
(Vitruvius``DeArchitectura")
矢 島 國 雄1986「 博 物 館 の起 源 にっ い て」『駿 台 史
学 」 第67号 東 京:駿 台 史学 会
一・31一
